
平成２５年度第１回市民評価委員会議事録 

 

１ 開催日時  平成２５年８月１２日（月）１４：００～１６：００ 

 

２ 開催場所  市役所３階 応接会議室 

 

３ 出 席 者  委員１３名（佐々木世希委員、石井俊一委員、萩尾孝一委員、山崎浩委

員、伊藤健二委員、越智千鶴子委員、沖則文委員、石山滋子委員、眞鍋

昌裕委員、志賀信哉委員、工藤砂絵子委員、小野力委員、加藤学委員） 

        市長 

        事務局４名（鴻上次長、小島、赤瀬、曽我部） 

 

４ 傍 聴 者  なし 

 

５ 会議内容  （１）市長挨拶 

        （２）委嘱状交付 

        （３）自己紹介 

（４）委員長、副委員長選出 

（５）委員長挨拶 

（６）会議の公開の確認 

        （７）新居浜市行政評価の概要について 

        （８）専門部会の設置について 

（９）平成２５年度行政評価対象事業選定について 

（10）その他 

 

６ 議事録 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、定刻を少し過ぎましたが、第１回市民評価委員会を始めさせて

いただきます。 

本日は、お忙しい中、ご参加いただきましてありがとうございます。私は、

総合政策課の鴻上でございます。市民評価委員会の議長は、委員長が努める

こととなっておりますが、本日は、新しい委員による初めての会議でござい

ますので、委員長が選出されるまでの間、お手元にお配りいたしております

会次第に従い、進行をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、開会にあたりまして、石川市長がご挨拶を申し上げます。 
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皆さんこんにちは。本日は、大変暑い中、平成 25 年度第 1 回行政評価の

市民評価委員会にお集りいただきまして大変ありがとうございます。平素

は、市行政に対しまして、格別のご高配をいただきまして心からお礼を申し

上げたいと思います。行政評価制度につきましては、市民参加を進めていく

中で、政策決定過程への参加と同時に、行なった事業を正しく評価し、その

後の事業に生かしていくということが必要であるという考え方から、平成 14

年度からスタートいたしました。本年度も各課所において、自己評価を行っ

たものを、皆様に評価していただき、最終的には、経営戦略会議で、決定す

るというプロセスで進めてまいります。市民評価の中で、皆様方からいただ

いたご意見につきましては、これからの行政活動や平成 26 年度の予算編成

に活かしていき、平成 23 年度よりスタートしております第五次長期総合計

画を着実に推進して参りたいと考えております。委員の皆様方には、大変お

忙しい中ではございますが、どうかよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。続きまして、委員の委嘱状の交付を行います。

委嘱状は、委員を代表して、にいはま環境市民会議の眞鍋委員さんに前にお

越しいただきたいと存じます。他の委員さんには、事前に配布させていただ

いておりますので、ご了承いただきたいと存じます。 

 

 ＜委嘱状交付＞ 

 

それでは、委員会を始めさせていただきますが、市長は、次の公務のため

ここで退席させていただきます。 

 

＜市長退席＞ 

 

続きまして、新委員になられて、本日が第１回目の委員会となりますので、

委員さんの自己紹介を簡単にお願いしたいと思います。 

眞鍋委員さんから時計回りでお願いいたします。 

 

＜自己紹介＞ 

 

委員の皆様、どうもありがとうございました。本日は、新居浜市医師会の

井石委員さん、新居浜市連合自治会の加地委員さんは、所用のため欠席のご

連絡をいただいております。また、にいはま市民企画ノポックの米谷委員さ

ん、新居浜市ＰＴＡ連合会の野間委員さん、新居浜青年会議所の桑原委員さ
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んは、まだお見えになっていないようです。委員の皆様には、平成２５年６

月１日から平成２７年５月３１日までの２年間、市民評価委員会委員として

努めていただくことになりますので、よろしくお願いいたします。続きまし

て、事務局の紹介をさせていただきます。 

 

 ＜事務局自己紹介＞ 

 

続きまして、委員長・副委員長の選出に移りたいと存じます。「新居浜市

行政評価委員会設置要綱第３条第５項」で、委員長、副委員長は市民委員の

互選により定めると規定されております。 

それでは、委員長・副委員長を選出していただきたいと思いますが、どな

たか推薦等ございませんでしょうか。 

特にないようでございますので、事務局案といたしましては、昨年度まで

副委員長をお引き受けいただいていた、にいはま環境市民会議の眞鍋委員さ

んに、委員長をお願いできたらと思っております また、副委員長には、新

居浜市体育協会の加藤委員さんにお引き受け願えたらと思っております。 

これについて、ご異議はありませんか？ 

 

 「異議なし」 

 

それでは、委員長を眞鍋委員さんに、副委員長を加藤委員さんにそれぞれ

お引き受けいただけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。それ

では、眞鍋委員長さん、加藤副委員長さん所定のお席に移動をお願いします。 

 委員長、副委員長が選出されましたが、ここで眞鍋委員長さんに、ご挨拶

を賜りたいと存じます。それでは眞鍋委員長さん、よろしくお願いいたしま

す。 

  

 毎日大変な暑さです。気温の話を少しさせていただきますと、この４０年

間で最高気温が３度上がっています。４０年前はクーラーがなくても良かっ

たが、今はクーラーがないと生活できません。気温が低くて、クーラーがい

らないのと、クーラーがあって気温が高いのとどちらが良いのでしょうか。

新居浜の温暖化は、世界の７倍の速度で上がっています。その原因はわかり

ません。その原因が二酸化炭素だとすると、出さない。吸収させる。この２

つの方法しかありません。出さないためには、我々の生活を省エネに変える。

吸収するのは植物で、もっともよく吸収するのは稲です。現在、耕作放棄地

が増えていますが、そのことが気温上昇の要因になっていくことが考えられ
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ます。 

市民評価委員の役割は、市民の目線で見るということです。行政は縦割り

ですが、市民生活は横割りです。色々なことが絡み合って生活しています。

横割りから縦割りを見ればいろいろな矛盾があります。横割りから見て評価

するのが我々の立場です。市民の立場からいろいろな意見を言って、最終的

に、縦割りと横割りが、融合・調和していくことが市民評価委員会の役割だ

と思っていますのでよろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。それでは、ここからの進行は、眞鍋委員長にお

願いしたいと思います。 

 

まず、委員の皆様にお諮りしたい件があるのですが、新居浜市では、審議

会等の会議は、原則、公開となっております。市民評価委員会は、この全体

会とそれぞれのまちづくりに分かれて実質的に評価をいただく専門部会で

構成されておりますが、会議の性質上、審議の内容を非公開にすることでは

ございませんので、この両方の会を公開することが妥当と考えております

が、公開するということでよろしいでしょうか？ 

 

 「異議なし」 

 

それでは、新居浜市行政評価委員会市民評価委員会は、全体会及び専門部

会の両方を公開することといたします。 

 それでは、新たに委員にご就任された方も多くいらっしゃいますので、新

居浜市の行政評価について事務局から説明をお願いしたいと思います。それ

では、事務局、説明をお願いします。 

 

 ＜「新居浜市の行政評価」について説明＞ 

 

ただいま、事務局から説明がありましたが、何かご質問はありませんか？ 

 

 なし 

 

続きまして「専門部会の設置について」でございますが、新居浜市行政評

価委員会設置要綱第４条により、市民評価委員会には専門部会を置くことが

できることとなっています。この会は、１８名の委員さんで構成されており

ますが、それぞれの専門の分野で評価をしていただくことが、効果的・効率
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的でありますことから、引き続き専門部会を設置したいと考えております

が、これについて、ご異議はありませんか？ 

 

 「異議なし」 

 

それでは、引き続き専門部会を設置することといたします。お配りしてお

ります委員名簿右端の専門部会名（案）の欄に、所属をしていただきたい専

門部会名を記入いたしております。事務局、補足はありますか。 

 

＜事務局補足説明＞ 

 

この案で、ご異議ございませんか？ 

 

 「異議なし」 

 

ありがとうございます。それでは、専門部会（案）のとおり、専門部会を

編成いたしたいと思います。次に、平成２５年度行政評価対象事業選定につ

いて、事務局から作業方法について説明をお願います。 

 

 ＜事務局説明＞ 

 

ご質問はありますか？なければ、ただいまから別室に移動していただき、

今年度の評価対象事業の選定作業をお願いします。 

 

 ＜別室にて選定作業＞ 

 

それでは、専門部会での評価対象事業も決まったようですので、事務局の

方から報告をお願いします。 

 

＜事務局報告＞ 

 

今の報告に対して何か質問はありますか？ ないようでしたら、今後のス

ケジュール等について、事務局から説明をお願いします。 

 

 ＜事務局説明＞ 

 



委員長 これからが我々の本業になります。夜開催される場合もありますがよろし

くお願いします。他になければ、これをもちまして、本日の委員会を閉会い

たします。どうもありがとうございました。 

 


